
令和 6 年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

一般就労に向けた会議

参加者：本人、兄、相談員、訪問看護事業所

障害者就業・生活支援センター

＜目的＞

１０月の障害者合同面接会で、２か所の面接を

受けたが、不採用となった。

本人自体の面接への心構えが不足していることを

理解し、支援者で希望を共有することが目的である

＜成果＞

本人の一般就労へ向けて努力していきたい姿勢を

共有し、どのような支援が必要となるのかが

解り今後の一般就労に向けたスケジュールを

組み立てていける

引きこもりから就労Ｂ型を経て、一般就労まで考えられるようになったが、本人に早くという焦りが

見られていた。それを闇雲に探すのではなく、関係者が集まり支援の場を設けて頂いたことは本人に

とって、あせりを鎮める結果となり、落ち着いて考えられるようになった。

希望を叶えるため、実習の参加を施し、きちんとした振り返りを行い一般就労に進めたい

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ことのは 事業所番号 2910700406

利用者からの意見・評価

支援関係の方が集まって私の一般就労に向けて色々考えて頂きありがたいと思っている。段階を追って進めていきたい

住　所 磯城郡田原本町大字三笠152番地7 管理者名 弓場　喜代司

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0744-47-2900 対象年度 令和　６年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 生活支援センターいろは　小島　様

令和5年12月11日 一般就労を考えている利用者には、奈良県障害者職業

センターにおいて、適正評価を進めている。結果を踏

まえ、相談員さん、障害者就業・生活センター・ハ

ローワークなどと連携し一般就労への導きを行ってい

る。また履歴書の書き方及びチェック・面接練習、敬

語など話し方を指導している

様式２


